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３
歳
児
健
診
屈
折
検
査
機
器
導
入
へ

【
問
】
区
の
現
在
の
制
度
を
補
完
す

る
機
能
と
し
て
、
ス
ポ
ッ
ト
ビ
ジ
ョ

ン
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
等
の
カ
メ
ラ
型
オ
ー

ト
レ
フ
ラ
ク
ト
メ
ー
タ
ー
（
手
持
ち
自

動
判
定
機
能
付
き
フ
ォ
ト
ス
ク
リ
ー

ナ
ー
装
置
）
を
用
い
た
高
精
度
な
視

力
検
査
を
３
歳
児
健
診
で
行
い
、
弱

視
を
未
然
に
防
ぐ
取
り
組
み
を
早
急

に
行
う
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

【
衛
生
】
弱
視
を
早
期
に
発
見
し
、

治
療
に
つ
な
ぐ
こ
と
は
大
変
重
要
な

こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。
オ
ー
ト
レ

フ
ラ
ク
ト
メ
ー
タ
ー
の
導
入
に
つ
い

て
は
、
国
の
動
向
を
注
視
し
、
導
入

す
る
こ
と
の
是
非
等
、
区
医
師
会
の

眼
科
医
会
や
小
児
科
医
会
と
検
討
し

て
い
る
。

通
常
学
級
に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
教

育
の
早
期
実
現
を

【
問
】
知
的
障
が
い
を
伴
わ
な
い
発

達
障
が
い
は
目
に
見
え
に
く
く
、
分

か
り
に
く
い
障
が
い
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
生
活
面
や
学
習
面
に
お
い
て
、

あ
る
程
度
カ
バ
ー
で
き
る
反
面
、
発

達
障
が
い
が
気
づ
か
れ
に
く
い
。
全

国
的
に
も
支
援
が
乏
し
い
た
め
、
こ

の
９
年
間
、
私
は
全
国
を
調
査
し
政

策
提
言
を
し
続
け
、
区
の
理
解
と
尽

力
も
あ
り
、
令
和
４
年
度
か
ら
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
を
取
り

入
れ
た
教
育
が
実
施
さ
れ
る
。
ま
ず
、

ど
の
地
域
の
小
学
校
２
校
と
中
学
校

３
校
で
行
わ
れ
る
の
か
。

【
げ
ん
き
】
綾
瀬
エ
リ
ア
の
中
学
校

２
校
、
鹿
浜
エ
リ
ア
の
小
学
校
１
校

と
中
学
校
１
校
を
モ
デ
ル
校
に
予
定

し
て
い
る
。
綾
瀬
エ
リ
ア
の
小
学
校

１
校
に
つ
い
て
は
調
整
中
で
あ
る
。

情
報
発
信
で
若
者
の
感
染
予
防
を

【
問
】
若
年
層
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
患
者
が
増
加
し
て
お
り
、

注
意
喚
起
と
し
て
若
者
に
区
の
現
状

等
を
認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
若
者
が
興
味
を
示
す
た
め

に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
区
の
コ
ロ
ナ
の
状

況
等
を
発
信
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
20
〜
30
代
が
多
く
利
用
し

て
い
る
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
ア
カ
ウ

ン
ト
作
成
等
、
情
報
ツ
ー
ル
の
登
録

数
増
を
推
進
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
政
策
経
営
】
情
報
発
信
は
重
要
と

考
え
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
で
ワ
ク
チ
ン
接

種
や
感
染
状
況
等
を
発
信
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
若
年
層
の
登
録
促
進
の
た

め
、
新
た
な
対
応
も
進
め
て
い
る
が
、

引
き
続
き
、
区
内
大
学
へ
の
協
力
依

頼
に
よ
る
周
知
等
を
進
め
て
い
く
。

　

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
導
入
に
関
し

て
は
、
現
在
保
有
す
る
情
報
ツ
ー
ル

を
最
大
限
活
用
し
つ
つ
検
討
す
る
。

子
ど
も
の
体
力
向
上
に
取
り
組
め

【
問
】
コ
ロ
ナ
禍
で
昨
年
か
ら
様
々

な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
体
力
向
上

を
促
す
取
り
組
み
の
体
験
等
が
、
実

施
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

　

体
力
測
定
等
の
実
施
に
取
り
組
ん

で
は
い
る
が
、
子
ど
も
が
学
校
以
外

の
場
で
楽
し
く
体
力
づ
く
り
に
取
り

組
め
る
よ
う
な
事
業
展
開
も
考
え
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
生
涯
学
習
】
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
親

子
走
り
方
教
室
や
ク
ラ
イ
フ
コ
ー
ト

に
お
け
る
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
等
、

用
具
を
な
る
べ
く
共
有
せ
ず
に
個
人

で
も
取
り
組
め
る
事
業
を
実
施
し
て

き
た
。
今
後
も
身
体
を
動
か
す
楽
し

み
や
、
運
動
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る

事
業
を
展
開
す
る
。

◇
令
和
２
年
度
足
立
区
一
般
会
計
歳

　
入
歳
出
決
算

◇
令
和
２
年
度
足
立
区
国
民
健
康
保

　
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

◇
令
和
２
年
度
足
立
区
介
護
保
険
特

　
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

◇
令
和
２
年
度
足
立
区
後
期
高
齢
者

　
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
（
４
会
計
決
算
の
内
容
は
８
面
に
掲
載
）

◇
令
和
３
年
度
足
立
区
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
７
号
）

　

補
正
額　

30
億
１
千
757
万
３
千
円

　
予
算
総
額　

３
千
265
億
６
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　

882
万
７
千
円

　
（
日
本
共
産
党
足
立
区
議
団
よ
り

　

賛
成
討
論
あ
り
）

◇
令
和
３
年
度
足
立
区
国
民
健
康
保

　
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
　

債
務
負
担
行
為
を
追
加
す
る
も
の

　

事
項
名　

電
話
・
訪
問
催
告
業
務

　
　
　
　
　

委
託（
国
民
健
康
保
険
料
）

　

期　

間　

令
和
３
年
度
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
度
ま
で

　

限
度
額　

３
千
298
万
円

◇
令
和
３
年
度
足
立
区
介
護
保
険
特

　
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

補
正
額　

６
億
１
千
245
万
９
千
円

　
予
算
総
額　

653
億
１
千
547
万
３
千
円

　
（
日
本
共
産
党
足
立
区
議
団
よ
り

　

反
対
討
論
あ
り
）

◇
令
和
３
年
度
足
立
区
後
期
高
齢
者

　

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
　

債
務
負
担
行
為
を
追
加
す
る
も
の

　

事
項
名　

電
話
・
訪
問
催
告
業
務

　
　
　
　
　

委
託
（
後
期
高
齢
者
医

　
　
　
　
　

療
保
険
料
）

　

期　

間　

令
和
３
年
度
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
度
ま
で

　

限
度
額　

106
万
２
千
円

◇
足
立
区
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特

　
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

難
病
患
者
に
医
療
機
器
を
給
付

　

す
る
事
業
の
廃
止
及
び
緊
急
通
報

　

シ
ス
テ
ム
の
名
称
変
更
に
伴
い
、

　

規
定
を
整
備
す
る
も
の

◇
足
立
区
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

服
務
の
宣
誓
の
方
法
を
変
更
す

　

る
も
の

◇
足
立
区
事
務
手
数
料
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例

　
　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

　

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

　

用
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴

　

い
、
規
定
を
整
備
す
る
も
の

◇
足
立
区
が
管
理
す
る
特
別
区
道
等

　
の
技
術
的
基
準
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

道
路
構
造
令
の
改
正
に
伴
い
、

　

規
定
を
整
備
す
る
も
の

◇
足
立
区
高
野
地
区
地
区
計
画
の
区

　
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に

　
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例

　
　

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等

　

の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律

　

施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
規
定
を

　

整
備
す
る
も
の

◇
足
立
区
被
災
市
街
地
復
興
整
備
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

東
京
都
及
び
足
立
区
の
震
災
復

　

興
に
関
す
る
指
針
の
改
定
に
伴
い
、

　

規
定
を
整
備
す
る
も
の

◇
足
立
区
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例

　
　

区
立
学
校
の
移
転
及
び
統
廃
合

　

に
伴
い
、
規
定
を
整
備
す
る
も
の

　
（
日
本
共
産
党
足
立
区
議
団
よ
り

　

反
対
討
論
あ
り
）

◇
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
児
童
・
生
徒
タ
ブ
レ
ッ

　
ト
Ｐ
Ｃ
持
ち
帰
り
用
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ

　
タ
の
購
入
に
つ
い
て

　
契
約
方
法　

公
募
型
指
名
競
争
入
札

　
契
約
金
額　

３
千
36
万
７
千
700
円

　

相
手
方　

東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
事
業
部

◇
求
償
金
請
求
調
停
に
関
す
る
調
停

　
の
成
立
に
つ
い
て

　
　

学
校
法
人
三
幸
学
園
に
対
し
て
、

　

調
停
委
員
会
の
協
議
を
ふ
ま
え
て

　

決
定
し
た
和
解
金
を
支
払
う
こ
と

　

で
調
停
を
成
立
さ
せ
る
も
の

◇
特
別
区
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

所
在
地　

古
千
谷
本
町
一
丁
目
地
内

　

幅　

員　

５
・
00
ｍ

　

延　

長　

81
・
96
ｍ

◇
旧
千
寿
第
五
小
学
校
解
体
工
事
請

　
負
契
約

　
契
約
方
法　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

　
契
約
金
額　

２
億
９
千
722
万
円

　

相
手
方　

春
日
・
共
栄

　
　
　
　
　
　
　

建
設
共
同
企
業
体

◇
竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル
ほ
か
１
か
所

　
大
規
模
改
修
工
事
請
負
契
約

　
契
約
方
法　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

　
契
約
金
額　

19
億
３
千
600
万
円

　

相
手
方　

白
谷
・
コ
ー
セ
ー

　
　
　
　
　
　
　

建
設
共
同
企
業
体

◇
竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル
ほ
か
１
か
所

　
大
規
模
改
修
機
械
設
備
工
事
請
負

　
契
約

　
契
約
方
法　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

　
契
約
金
額　

11
億
８
千
132
万
３
千
円

　

相
手
方　

栗
原
・
ア
ク
シ
ス

　
　
　
　
　
　
　

建
設
共
同
企
業
体

◇
竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル
ほ
か
１
か
所

　
大
規
模
改
修
電
気
設
備
工
事
請
負

　
契
約

　
契
約
方
法　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

　
契
約
金
額　

４
億
６
千
200
万
円

　

相
手
方　

栗
駒
・
馬
場

　
　
　
　
　
　
　

建
設
共
同
企
業
体

◇
災
害
備
蓄
用
ア
ル
フ
ァ
化
米
等
の

　
購
入
及
び
入
れ
替
え
に
つ
い
て

　
契
約
方
法　

指
名
競
争
入
札

　
契
約
金
額　

３
千
626
万
９
千
402
円

　

相
手
方　

廣
瀬
産
業
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
支
店

◇
空
気
清
浄
機
の
購
入
に
つ
い
て

　
契
約
方
法　

指
名
競
争
入
札

　
契
約
金
額　

３
千
36
万
５
千
978
円

　

相
手
方　

株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　

デ
ン
キ
の
タ
ナ
カ

◇
綾
瀬
小
学
校
改
築
工
事
請
負
契
約

　
の
変
更
に
つ
い
て

　

変
更
前　

47
億
９
千
99
万
５
千
円

　

変
更
後　

48
億
４
千
870
万
１
千
円

　

相
手
方　

三
浦
・
田
中
・
新
井

　
　
　
　
　
　
　

建
設
共
同
企
業
体

◇
花
畑
川
環
境
整
備
そ
の
１
工
事
請

　
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

変
更
前　

５
億
105
万
円

　

変
更
後　

６
億
２
千
127
万
７
千
800
円

　

相
手
方　

株
式
会
社
東
京
三
田
組

◇
放
棄
し
た
債
権
の
報
告
に
つ
い
て

　
　

信
用
保
証
料
補
助
金
返
還
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
53
件

◇
令
和
２
年
度
決
算
に
基
づ
く
足
立

　
区
の
健
全
化
判
断
比
率
の
報
告
に

　
つ
い
て

　
　

実
質
赤
字
比
率　
　
　
　

－
％

　
　

連
結
実
質
赤
字
比
率　
　

－
％

　
　

実
質
公
債
費
比
率　
　

△
3.6
％

　
　

将
来
負
担
比
率　
　
　
　

－
％

　

※

実
質
赤
字
額
又
は
連
結
実
質
赤

　

字
額
が
な
い
場
合
及
び
実
質
公
債

　

費
比
率
又
は
将
来
負
担
比
率
が
算

　

定
さ
れ
な
い
場
合
「
－
」
で
表
示

◇
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

　
　

建
物
の
明
渡
し
、
明
渡
し
の
日

　

ま
で
の
使
用
料
相
当
損
害
金
及
び

　

損
害
遅
延
金
の
支
払
い
並
び
に
訴

　

訟
費
用
の
支
払
い
を
請
求
す
る
も
の

◇
損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

　
　

江
北
六
丁
目
付
近
で
、
相
手
方

　

の
自
転
車
が
右
折
時
、
後
方
か
ら

　

直
進
し
て
き
た
職
員
の
自
転
車
と

　

接
触
し
た
た
め
、
転
倒
し
、
軽
傷

　

を
負
わ
せ
た
こ
と
に
対
す
る
損
害

　

賠
償
額
を
決
定
す
る
も
の

◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

　
つ
い
て

　
　

人
権
擁
護
委
員
法
第
６
条
第
３

　

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
竹
中
綺
子

　

氏
、
髙
田
正
雄
氏
を
推
薦
す
る
こ

　

と
に
つ
い
て
区
長
か
ら
議
会
の
意

　

見
を
求
め
ら
れ
た
も
の
（
異
議
な

　

い
も
の
と
答
申
す
る
こ
と
に
決
定
）

　
　◇

固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の

　
軽
減
措
置
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

◇
出
産
育
児
一
時
金
の
増
額
を
求
め

　
る
意
見
書

◇
足
立
区
子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例

　
　

子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成
が
受

　

け
ら
れ
る
年
齢
を
拡
大
す
る
も
の

◇
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の

　
軽
減
措
置
の
継
続
に
つ
い
て
意
見

　
書
の
提
出
に
関
す
る
請
願

　

い
ず
れ
も
令
和
３
年
10
月
19
日
に

議
決
し
、
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の
軽

減
措
置
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

　

内
閣
府
は
令
和
３
年
９
月
の
月
例

経
済
報
告
に
お
い
て
、
景
気
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

に
あ
る
な
か
、
持
ち
直
し
の
動
き
が

続
い
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
と
こ
ろ

そ
の
テ
ン
ポ
が
弱
ま
っ
て
い
る
と
し

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
東
京
都
が
継
続
実

施
し
て
い
る
「
小
規
模
住
宅
用
地
に

対
す
る
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置
」

「
小
規
模
非
住
宅
用
地
に
対
す
る
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
減
免
措

置
」
及
び
「
商
業
地
等
に
対
す
る
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
負
担
水

準
の
上
限
引
下
げ
措
置
」
は
、
区
民

の
過
重
な
税
負
担
を
緩
和
し
、
厳
し

い
経
営
環
境
に
あ
る
小
規
模
事
業
者

に
と
っ
て
も
、
経
営
回
復
や
事
業
継

続
へ
の
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
が
、
区
内
小
規
模
事
業
者

の
企
業
経
営
や
区
民
生
活
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
中
で
、
東
京

都
が
こ
れ
ら
の
軽
減
措
置
を
廃
止
す

れ
ば
、
地
域
経
済
の
回
復
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
強
く
危
惧
さ

れ
る
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
東
京
都

に
対
し
、
左
記
事
項
に
つ
い
て
令
和

４
年
度
以
降
も
継
続
す
る
よ
う
強
く

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

記

１　

小
規
模
住
宅
用
地
に
対
す
る
都

　

市
計
画
税
を
２
分
の
１
と
す
る
軽

　

減
措
置

２　

小
規
模
非
住
宅
用
地
に
対
す
る

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
を
２

　

割
減
額
す
る
減
免
措
置

３　

商
業
地
等
に
お
け
る
固
定
資
産

　

税
・
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
、
負

　

担
水
準
の
上
限
を
65
％
に
引
き
下

　

げ
る
減
額
措
置

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
知
事
あ
て
）

出
産
育
児
一
時
金
の
増
額
を
求
め
る

意
見
書

　

厚
生
労
働
省
の
人
口
動
態
統
計
月

報
年
計
（
概
数
）
に
よ
る
と
、
２
０

２
０
年
の
出
生
数
は
84
万
832
人
で
、

前
年
に
比
べ
２
万
４
千
407
人
減
少
し

過
去
最
少
と
な
っ
た
。
少
子
化
克
服

に
向
け
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に

は
、
子
ど
も
の
成
長
に
応
じ
た
、
き

め
細
か
な
支
援
を
重
ね
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
出
産
育
児
一
時
金

の
増
額
は
そ
の
大
事
な
一
手
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

国
は
、
出
産
育
児
一
時
金
を
２
０

０
９
年
10
月
か
ら
原
則
42
万
円
に
増

額
し
、
２
０
１
１
年
４
月
に
は
原
則

42
万
円
を
恒
久
化
し
た
。
ま
た
、
２

０
１
５
年
４
月
に
は
出
産
育
児
一
時

金
に
含
ま
れ
る
産
科
医
療
補
償
制
度

掛
金
分
３
万
円
を
1.6
万
円
に
引
下
げ
、

本
来
分
39
万
円
を
40.4
万
円
に
引
上
げ
、

さ
ら
に
、
２
０
２
２
年
１
月
以
降
の

分
娩
か
ら
は
、
産
科
医
療
補
償
制
度

掛
金
分
を
1.2
万
円
に
引
下
げ
る
と
し

て
い
る
。

　

一
方
、
出
産
費
用
は
、
２
０
１
９

年
度
の
室
料
差
額
等
を
含
む
全
国
平

均
額
が
約
52
万
４
千
円
と
な
っ
て
お

り
、
出
産
に
か
か
る
費
用
は
年
々
増

加
し
、
費
用
が
高
い
都
市
部
で
は
現

在
の
42
万
円
の
出
産
育
児
一
時
金
で

は
賄
え
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

２
０
１
６
年
度
の
都
道
府
県
別
出
産

費
用
平
均
額
を
見
る
と
、
平
均
額
が

最
も
高
い
東
京
都
で
は
約
62
万
円
と

な
り
、
被
保
険
者
が
約
20
万
円
も
負

担
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

少
子
化
対
策
は
、
わ
が
国
の
重
要

課
題
に
ほ
か
な
ら
ず
、
子
育
て
の
ス

タ
ー
ト
期
に
あ
た
る
出
産
時
の
経
済

的
な
支
援
策
を
強
化
す
る
こ
と
は
欠

か
せ
な
い
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
、
国
会

及
び
政
府
に
対
し
、
現
在
の
出
産
費

用
に
見
合
う
よ
う
に
出
産
育
児
一
時

金
の
さ
ら
な
る
増
額
を
強
く
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

（
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
あ
て
）

　

令
和
３
年
９
月
７
日
に
、
第
３
回

臨
時
会
（
会
期
１
日
）
を
開
会
し
ま

し
た
。

◇
令
和
３
年
度
足
立
区
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
６
号
）

　

補
正
額　

５
億
５
千
499
万
９
千
円

　
予
算
総
額　

３
千
235
億
５
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　

125
万
４
千
円

◇
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

　
　

区
営
住
宅
使
用
料
の
未
払
金
及

　

び
支
払
督
促
申
立
て
手
続
き
費
用

　

並
び
に
訴
訟
費
用
を
請
求
す
る
も
の

◇
損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

　
　

区
立
小
学
校
の
校
庭
か
ら
の
飛

　

来
物
が
同
校
庭
に
接
す
る
相
手
方

　

宅
の
窓
ガ
ラ
ス
に
当
た
り
、
破
損

　

さ
せ
た
こ
と
に
対
す
る
損
害
賠
償

　

額
の
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
１
件

◇
議
決
を
得
た
契
約
の
変
更

　
　

花
畑
川
環
境
整
備
そ
の
１
工
事

無

会

派

　
　

無　

会　

派　
　

し
ぶ
や　

竜　

一　

議
員

若
者
か
ら
子
ど
も
の
未
来
へ

　

コ
ロ
ナ
対
策
や
事
業
展
開
を

政策経営、総務、危機管理、施設営繕、区民、地域（＝地域のちから推進）、産業経済、福祉、衛生、ワクチン（＝新型コロナウイルスワクチン接種担当）、環境、都市建設、教育指導、学校運営、子ども（＝子ども家庭）･･･各部長　

決
　
　
算

第
３
回
定
例
会
で
の

議
決
結
果

第
３
回
定
例
会
で
の

可
決
し
た
も
の

可
決
し
た
も
の

補
正
予
算

条
　
　
例

そ
の
他
の
議
案

報
　
　
告

諮
　
　
問

本会議の様子


